
平成５年９月３０日

第70回日本細菌学会関東支部総会開催にあたって

第70回日本細菌学会関東支部総会を本年

11月５日および６日の２日にわたって開催

すべく，準伽を進めております。日本細菌学

雑誌の会報欄でお伝えしましたように，本会

の会長である第一製薬㈱探索第一研究所所長

長田恭明は，本年４月１５日に急逝しました

が，評議員会のご厚意により，長田会長の名

のもとに，私が会長代行を勤めさせて戴くこ

とになりました。長田会長の通志を継ぎ，有

意義な会にしたいと念じております。

近年の分子生物学や免疫学の急速な進歩

は，細菌学の領域においても多くの新しい展

開を可能とし，現在の私たちは極めて多くの

傭報を手に入れることができます。このよう

な背景のもと，感染という事象を宿主と細菌

の相互作用という観点に立ち返って見直して

みたいというのが，本会を企画するにあたっ

ての基本姿勢であります。この考えに沿っ

て，特別識演と二つのシンポジウムを設定し

ました。もう一つの観点として，企業の研究

者が細菌学をはじめ関連諸学問の発展に果た

した役割は決して小さいものではないとの認

識から，本会を企業の研究機関でなされた優

れた研究を紹介する機会とすることを考えて

おります。本会が，関東支部に所属する多く

の企業研究者が支部の活動に現在以上に参画

する契機となることを願っております。この

ことは，本会の運営を私共におまかせ下さっ

た島村支部長はじめ評議員の方々のご期待に

も沿うことと考えている次第です。

特別講演ではパンダーピルド大のBlaser

教授に，胃潰癌および胃癌の発生との関連か

ら鯉JfcoDaczcrpy』o河の病原性について講演

総会長代行早川勇夫

第一製薬探索第一研究所所長

していただきます。シンポジウム１は「実験

感染をめぐって」と題して，生体を舞台とし

て宿主と寄生体の相互作用を解析する様々な

アプローチが紹介されます。シンポジウム２

の「サイトカインおよび免疫調整剤の感染症

への展開」では，免疫系を介した感染症の制

御の可能性に関する最新の知見が紹介されま

すが，シンポジストは全員が企業の研究者で

櫛成されております。一般演題にも多くの興

味ある演題が寄せられております。

学会準備の途上で会長の急逝という不幸に

見舞われましたが．島村支部長はじめ評議員

の方々および多くの会員の方々の暖かいご支

援を賜り，塑備も最終段階に入ることができ

ました。この場を借りて厚く御礼申し上げま

す。最後に，多数のご参加により本会を盛り

上げていただきたく，会員の皆様にお願い申

し上げて，稿を終わらせて戴きます。

－１－ 



浅川賞を受賞して

徳永徹

(前国立予防術生研究所所長）

明治の隠れたベストセラーの一つに「逆境

の恩寵」という本がある。著者の徳永規矩は

私の祖父であるが，徳富蘇峯や芦花の従弟に

あたり，熊本英学校などで活曜中結核にたお

れ,以後16年間病床に伏し,赤貧洗うがごと

き中で43才の生涯を閉じた。死後出版され

た上記の本は，結核を病む人々にひろく愛読

され，版を重ね，口語訳も出された。

その子，つまり私の父も結核を患った。幼

少の頃も学生時代も，結核で苦労した。

私も結核に罹った゜戦争中熊本の第五高等

学校の寮生活で，食料不足と連日の重労働で

学生は疲労困懲し，結核で倒れる者が続出し

た。私も微熱が続き，校医は私の背中から注

射筒いっぱいの胸水を抜いてみせ，生命を保

証しないと宣告した。機銃掃射や燭撃の下，

長崎市の自宅で私は辛うじて安静を守り，高

校１年に復学できた。復学があと１年おくれ

でいたなら，私は原爆で生命を失っていたこ

とだろう。

私が医学を志したのは，父が「いまは戦争

で人々が互いに殺し合っている時代だが，中

には人の生命を救う人がいてもよい」と勧め

てくれたからであった。九大の医学部を卒業

して，私は細菌学教室（戸田忠雄教授，武谷

健二助教授）へ入った。私に与えられたテー

マは結核菌で，般初の論文はＢＣＧ接種に関

するものであった。やがて予研の結核部から

声がかかり，東京へ移って本格的にミコパク

テリアの研究に取り組むこととなった。

当時の杉並や品川は，畑や牛舎が多く，そ

この土を集めて，沢山の結核菌のファージを

分離した日々を思い出す。これらファージの

ＤＮＡがミコパクテリアにトランスフニク卜

することを見出し，ついで水ロ康雄博士らと

ともにミコパクテリアの性的接合系を発見し

た。

ツベルクリン室長になった頃から宿主の応

答に興味をもち，多くの協同研究者とともに

ツベルクリン反応やマクロファージの実験を

おこなった。やがてＢＣＧによる癌免疫療法

が－世を風願し，その作用機序の研究から

BCGのＤＮＡに強いインターフェロン誘導

能とＮＫ活性化能があり，抗癌効果が著しい

ことを見出した。そして，このＤＮＡに対す

るマウスやヒトの応答が，ＤＮＡのソースに

より異なり，微生物や無脊椎動物由来の

ＤＮＡには強烈に認められる応答が，脊椎動

物や植物のＤＮＡに対しては題められないこ

とを明らかにした。

この３月，予研の所長を退官する直前に学

会（加藤延男総会長）から浅川賞をいただい

た。それはこの40年余のミコパクテリアに

関する研究の全体，とくにＤＮＡの宿主応答

の研究（詳細は細菌学会誌に掲戦予定）に対

するもので，感謝のほかない。御推挙下さっ

た斎藤和久先生，理事会・選考委員会の諸先

生，祝辞を賜った大村智先生などにお礼を申

しあげるとともに，長年苦楽を共にした協同

研究者の各位に深い謝意を表したい。そして

今，こうして原稿を執筆しながら，親子３代

にわたって続いた結核菌との不思議なめぐり

合わせに，しみじみと思いをめぐらせてい

る。
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｢臨床検査における最近の話題」

昭和大学医学部臨床病理科

中村良子

感染症の診断における般近の話題といえば

やはり遺伝子診断が実用段階に入ったことで

しょう。殊に，ＰＣＲ法の実用化は．革命的

な出来事と言っても過言ではありません。

１９世紀以来現在に至るまで.細菌検査の基

本は分離培養・同定ですから，結果判定まで

に早くて２日は必要です。それが,培養不要，

検体から直接，しかも微量の，基本的には１

個の微生物でも検出可能というのですから，

大きな期待が持たれて当然と申せましょう。

1980年後半から開発が始まったばかりのＰ

ＣＲ法ですが，驚異的な速さで応用化が進め

られ、感染症のみならず，遺伝病，癌などの

診断，法医学，親子鑑定さらに考古学などに

及ぶ各分野における貢献は測り知れないもの

があります。

感染症の週伝子診断は，結核，ウイルス性

肝炎，ＡＩＤＳ，ＳＴＤなど実用化が急がれ，

一部は検査室で行うことが可能となりまし

た。ＰＣＲ法によるＣｈｍ疵ydmlmchmmztis

のＤＮＡ検出，分離培養された菌のｌ６Ｓｒ－Ｒ

ＮＡを用いた核酸Hybridizationによる

Mycobactemz加地be7℃mbsisおよびＭｙｍｂ

ａｃ佗冗Ⅲ加ロlmmTcompIexの同定は，non‐

RIAで約１時間で行なうことができるよう

になりました。感度，特異性ともに優れてい

る遺伝子診断法の導入は，画期的なものと期

待されている一方，普及のブレーキとなって

いるのはコスト高です。しかし，結核患者は

現在でも年間５万人が新規に登録されている

現状を考えますと，一日も早く，検体から直

接検出可能となることが望まれます。１１１口恵

三先生（東邦大学）の試算によりますと，迅

速検査を導入して適切な早期治療を開始した

場合，従来法の検査で入院を余儀なくされた

場合に比し，年間約100億円の医療費節減が

可能になるそうです。

迅速診断は，コスト高にみえても感染症治

療のカギとなり，結局はコストーベネフィッ

トにつながるものです。

｢ニーズとシーズの交流」

大正製薬総合研究所

大村貞文

近頃の科学雑誌を見ると，宇宙科学や分子

生物学関係の特典記瓢がよく目につき，その

領域の進歩の早さを伺うことができる。

宇宙や銀河の大きさ，櫛造，進化などがＸ

線衛星，天文赤外線衛星，宇宙探索機などの

新しい観測装圃やデータ解析機器の発達に

よって次第に明らかとなり，我々の宇宙観も

かなり変化した。一方，生命科学の分野でも

電子顕微鏡,Ｘ線,核磁気共鳴,質還分析,バイ

オ関連機器等の応用により,生命体の微細栂

造と機能が分子レベルまで次々と解明されて

いる｡そして新しい発見に合わせ,ＰＣＲ,ア

ンチセンス,過伝子治療などの新しい技術の

応用が試みられている｡我々が直接間接に見

る世界のサイズも原子から宇宙まで広がり，

多くの発見や発明が新しい機器や技術の発展

に負うところが大きいことにも驚かされる。

昔は機器を自分で組立て，改良し，その原

理を熟知して使ったものだが今はメーカーと

ユーザーの専業化が進み,ユーザーが機器の原

理を熟知せずに使うため,応用面でその機能

がフルに活用されていないように思われる。

最近，我々は抗生物質クラリスロマイシン

のヒト尿中活性代謝物や活性型ビタミン、３

の調製に微生物を用い，ワンステップで目的

の水酸化体を得ることに成功した。その際，

ＨＰＬＣにおける各顧ピークのphotodiode

arrayによる三次元ＵＶスペクトル解析と質

量分析との組合わせがその同定に大きな威力

を発揮した。このような経験は誰にもあるこ

とと思う。

現代は新しい機器や技術をいかに早く自分

の研究に取り込み，応用するかが新しい発明

や事業展開の要になることが多い。従って，

我々は学際領域の技術の発展や新しい機器，

技術，試薬などの応用に目を向け，シーズに

関する知識を深めると共に，ニーズに応じて

それを活用することが重要であろう。

学会においても新しいニーズとシーズの悩

報交流が一層深まることを願うものである。
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「大腸菌0157:Ｈ７による集団下痢の時代背景」

埼玉県衛生研究所

奥山雄介

今やわが国は，終戦直後の食うや食わずの

庶民生活と，日常茶飯事に発生していた伝染

病流行時代をやっと乗り越え，社会資本の拡

充と生活環境の整備も整い，公衆徽生も質的

向上へと進展してきた。そのような中で，・疾

病構造の変化ロなどという言葉も流布されて

久しい。特に，伝染病をはじめ感染症全般の

問題も，医学・公衆衛生の中心的課題から

ぐっと隅に追いやられ，まさに疾病構造の変

化というより，社会構造の変化に伴い，とい

う方が適切な表現である。

バブル経済がはじけたとはいえ，なおわが

国は世界の経済大国であり，長寿社会の到来

がこれまた近未来の社会問題になっている程

恵まれた状況にある。さらに，国際化時代が

進むにつれ，海外渡航者も年間1,000万人以

上にものぼっており，また，輸入食糧品やそ

の関連物資も否応なしに増加しているのが現

状であろう。

国内で何とか伝染病の撲滅も近ずき，安全

で豊富な食樹に囲まれ，あとは散発的に発生

する輸入感染症や食中毒を監視していけば，

それで感染症全般もこのまま自然消滅的な傾

向を辿るものと，多くの人は信じていたと思

う。しかし，病原ウイルス学の分野ではＡＩ

ＤＳが国際的問題となったり，細菌学の分野

では海外渡航者による輸入感染症の漸増傾向

もみられ，さらに輸入食品類が原因と推測さ

れる食中毒及び伝染病の増加も危倶されはじ

めてきた。

そのような矢先，1990年10月，浦和市の

Ｓ幼稚園に水系感染による腸管HlIhI件大腸菌

０１５７：Ｈ７の集団下痢症事件が発生した。

ほんの一部の専門家以外は，たかだか病原大

腸菌程度の疾病で，こんな大事件を引き起こ

すとは■晴天の騨歴”だったと思う。強烈な

病原性を発揮するVero毒素産生の大腸菌０

１５７：Ｈ７とその仲間達，実践epidemiolog

ist＆bacteriologistとしては生涯忘れられ

ない細菌となった。今なお関係者にとって，

まだ生々しい事件であり，過去の事例とは

なっていないことを申し添えたい。

「獣医細菌学の教育・研究の立場から」

日本獣医帝庫大学

高橋勇

獣医学が対象とする動物は多諏類であり，

例えば哺乳類では牛，馬，豚，綿羊等の産業

動物，犬，猫等のコンパニオンアニマル，兎

等の実験動物，各穂野生動物があり，鳥類で

は麹や岨その他の愛翫鳥類等，さらに水生動

物のイルカや魚類にまで及ぶ。

これらに感染症をおこす微生物は，ウイル

スから細菌，奥菌に至る極めて多種にわた

り，細菌だけを取り上げても各勤物種固有の

ものから宿主域の広いものまで多種類であ

る。したがって獣医細菌学の範囲は広く，教

育・研究の両面で多くの問題を抱えている。

紙面の都合上,ご参考までに私の教室の教育

・研究の現状について以下若干を紹介したい。

まず，教育面では獣医師の社会での活動分

野が，産業動物や小動物の臨床，家畜衛生及

び公衆衛生の各分野，研究・検査機関（獣医

学や医学系の大学，国公立研究所，製薬会社

や飼料会社の研究所等)，その他と広範なの

で，これらに適応できるような内容が必要で

ある。

その内容は，第一に畜産の集団飼育化に伴

う各種伝染病が多発していることから，それ

らの病原菌に鍍函点をおき，次いで個体別に

発生頻度が高い感染症の原因菌や人獣共通感

染症の原因菌(サルモネラ,炭疽菌,プルセラ

その他)にも爾点をおき,その他の病原菌も考

慮に加えた教育をしている｡識義内容は細菌

学的性状はもちろん,検査法や診断法,薬剤感

受性と耐性の実態,症状の概要に至るまでス

ライドを用いて,実際面に役立つように配慮

している｡同時に実習に力を注ぎ,重要な菌に

ついては,同定検査も行なわせていいる゜

研究面では，家畜特に豚のサルモネラ保菌

の実態と血清型について，過去10数年にわ

たって調査し，検出菌の薬剤耐性とプラスミ

ドの研究も行なっている。また，豚丹謎菌の

病原学的，免疫学的な研究，哺乳類，鳥類の

パスツレラ感染症の疫学と診断に関する研究

ならびに各種動物病原菌のニューキノロンに

対する感受性に関する研究なども行なってい

る。
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「私の研究室」

神奈川歯科大学口腔細菌学教室

梅本俊夫

私の研究室がある神奈川歯科大学は風光明

媚な三浦半島の横須賀市にあって学生720名

と大学院博士課程72名それに教員と付属病

院の歯科医師合せて235名とから成る歯学部

だけのこじんまりとした単科大学です。

研究室である口腔細菌学教室は，研究棟の

６階にあって，東側の窓から東京湾を往来す

る船や晴れていれば房総半島を眺めることが

出来ます。現在，教室には私以外に識師１名

助手４名および大学院生５名が居り，総勢１１

名で研究と教育に当っています。

教室の研究テーマは「歯周病原細菌の特定

と病原因子の解明」ですが，このテーマは現

在歯科医学領域で股も関心がもたれているも

のの－つで，全国29の歯科大学や歯学部に

おける微生物学教室の大半がアプローチの方

法は異っているにせよこのテーマに取り組ん

でいると言っても過言ではありません。

このことは,第63回関東支部総会(平成２

年）のシンポジウムテーマで採り上げられた

ことや，今年の細菌学会総会でもシンポジウ

ムテーマの一つになっておることからも分か

ると思います。

このテーマに関して，私の研究室では，対

象をＰｂ巾hy7m"o》､ｓ(Ｂｎａｅｍ雄sﾉgiPugim‐

Jｉｓにしぼって，各病原因子の病原的意護を

明らかにするため，１）定着因子としての線

毛(fimbriae)の役割を線毛遺伝子不活化変異

株を作製することにより検討しているほか，

２）現在不明であるリポ多糖の歯周組織細胞

に対する活性とりわけ歯周病の特徴的病変で

ある歯槽骨の吸収に係わる破骨細胞の分化誘

導能について検討しているところです。

研究対象が口腔常在菌であることから，細

菌学会の大半の方々にとってはなじみの薄い

テーマではありますが，歯科医学領域におい

では重要なテーマでありますので，今後とも

このテーマに沿って研究を進めていきたいと

考えております。

｢保健学部における臨床検査技師教育」

杏林大学保健学部

金森政人

保健学部という名前は耳にされても，その

内容はあまり知られていないのではないで

しょうか。この紙面を借りてＰＲさせていた

だきたいと思います。私共の保健学部は臨床

検査技術学科と保健学科をもち，臨床検査か

ら環境汚染や社会袖祉まで健康にかかわるこ

とを幅広く扱っています。臨床検査の領域に

限ってみても，医療技術の現場は益々多様

化専門化してきています。生化学検査や生

理機能検従などに比べて自動化，機械化が返

れ，時間のかかることが泣き所である微生物

検査においても技術革新はめざましく，ＤＮ

Ａ診断法を含めてさまざまな迅速検査法が開

発されています。そこでバイオテクノロジー

などの先端科学技術教育が課題となってきま

す。私共の学部では「遺伝子検汽法」を新科

目として閲謝し，感染症や遺伝性疾患の検査

に対応するための基礎知識や基本技術を教え

ることにしております。

次に臨床検査技師の国家試験に触れてみた

いと思います。現在，今国臨床検査技師教育

施設協議会に加盟している４年制大学および

３年制の短期大学，専門学校は合わせて７８

校あります。国試受験者は平成３年度でみま

すと5.282人で，合格者は３，１４６人（合格率

59.6％）です。合格率からも分かりますよう

にかなりの難関であり，国試対策に教員も苦

労しております。こうして毎年3.000人以上

もの検査技師が誕生してゆき，この中にはも

ちろん微生物検査の道を選ぶ者もいます。細

菌学会においてもＤＮＡ診断に関するシンポ

ジウムが度々開かれております。多くの技師

がこうした会に気軽に出席し，討論できるこ

とを希望しておりますし，学生に対しても検

査室に閉じこもらず積極的に研究に参加する

よう指導してゆきたいと思っています。
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「国立予防衛生研究所の移転をめぐって」

国立予防衛生研究所細菌部

中村明子

「引っ越しは無事に終わったのですか｣，

「新しい建物の住心地はいかがですか｣，など

と会う人毎に尋ねられて半年が経過した。

1992年９月７日に始まった国立予防衛生

研究所（予研）の移転は10月２０日に終了し

た。新しい廼物は新宿区戸山の「戸山庁舎」

と武蔵村山市の「村山庁舎」に分かれて建て

られた｡1985年度の国家予算で厚生省所属の

三つの研究所，すなわち国立予防衛生研究

所，国立健康・栄養研究所および国ウ医療・

病院管理研究所の．三研合築”が決定されて

から移転完了までに７年半が経過したことに

なる。移転直前の７月には予研の組織も大幅

に改められ，「村山庁舎」にはワクチンや血液

製剤の国家検定に関わる主要組織を集約した

ため長年住み慣れた「品川庁舎」からの移転

は「村山庁舎」と「戸山庁舎」に別れ，「村山

庁舎」から「戸山庁舎」への移転も加わって，

職員はスケジュールに振り回された。

感染症の研究を基盤とする予研の移転は，

細菌，ウイルス，寄生虫，昆虫等の感染性材

料の大量の移動を伴うことになる。放射能や

危険薬品等の輸送に関しては法的規制がある

ものの，病原体の輸送に関しては国際郵便法

があるのみである。大量の病原体の移動に先

立って予研では病原体輸送の基準を作成し

た。研究者は病原体の保管状況について研究

所内の安全監視委員会の査察を受け，病原体

は委員会によって一括輸送された。研究所で

行なわれたこれらの一連の手続きは誠に厳格

で，研究者同志の馴れ合いは全く許されな

かった。

近隣住民に望まれない状況下での移転に

は，我々研究者が建前と本音を使い分けるこ

となく，安全性に対しては必要以上に配慮せ

ざるを得なかった。この姿勢は移転後に引き

継がれ,「病原体等安全管理規定｣にもとずい

て日常の研究が行なわれている。

病原体や遺伝子の実験に反対する人々は安

全性に不安を持つためである。今後は開かれ

た研究所として住民の理解を求める努力をし

なければならない。

「私立薬科大学の微生物学免疫学教育」

明治薬科大学微生物学教室

新井俊彦

大学がその専門分野で働く社会人を養成す

るためにあるのは言うまでもない。卒業生の

進路は大学によって異なるが，私の大学では

半数強が製薬関係の企業に，三割が病院ある

いは調剤薬局，－割強が教育研究機関や公務・

貝になる。企業での仕事はDII薬,安全性研究．

臨床開発，営業に大別される。従って，これ

らの進路全てに役立つ微生物学，免疫学の基

礎知識を与えることが求められる。

感染症，アレルギー。自己免疫疾里，癌発

症の分子メカニズムの現在の知識とそれらの

研究法の原則を教えなければならない。代表

的な疾患について，症状，原因，治療法の記

述のみでは無念味で，原因がどのような分子

メカニズムでそれぞれの症状を起こし，どの

分子反応にわれわれは人為的に干渉できる

か，干渉する分子はどのような柵造と機能を

持つ必要があるのかを考えさせる必要があ

る。すなわち，生命現象，疾病現象の分子メ

カニズムの巾から薬剤の標的にできるタンパク

を捜す方法を例を上げて説明するのである。

４年生の卒業研究のテーマも本人の希望進

路に応じて勧めることにしている。これは時

代の要求に応じて変化するが，現在は，教

育・研究機関を希望する者はＰＣＲ診断を用

いる研究を，病院薬剤部を希望する者は薬剤

の副作用を細胞内情報伝連系などを指標にし

て醜pitmで評価する方法を用いる研究を行

なっている。もちろん，製薬企業を希望する

者はそれぞれの特定の癌，アレルギー，自己

免疫疾患の分子発症機構の解明に関する研究

をテーマにしている。大学院生も卒業研究の

テーマを深めた内容の研究を行なっている。

私立大学では教員当りの学生散が多い。初

心者である４年栄に良い卒業議文研究指導を

しようと思えば，自分独自の研究の時間を作

ることは困難である。従って，卒業研究のレ

ベルを高めて自分の研究にぜざるを得ない。

若い教員は白分の研究に関連した内容のみを

指導するから良いが，私はその他のテーマを

指導しなければならないから大変である。
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集会案内

○平成５年度日本微生物株保存連盟（ＪＦＣＣ）総会
日時：平成５年７月９日（金）１０：00～１７：００
場所：東京農業大学グリーンアカデミーホール

問合せ先：〒156束京都世円谷区桜丘１－１－１

束京農業大学総合研究所菌株保存室岡田早苗
冠03-5477-2549

○第９回｢細菌の病原因子とその分子適伝学」研究会
世話人：筑波大学基礎医学系微生物学林英生
日時：平成５年７月１２日（月）１３：00～

場所：筑波大学医学専門群臨床講義室Ａつくば巾天王台１－１－１
間合せ先：〒108束京都港区、今５－９－l

北里大学薬学部微生物学教室担当：関矢

西03-3444-6161内線3321FAr03-3442-5674
o第40回瀧素シンポジウム

日時：平成５年７月２１～２３日（水，水，金）
場所：花びしホテル函館市湯川町１－１６－１８

間合せ先：700岡山巾鹿田町２－５－１１１t話人：小熊重_二
岡111大学医学部細菌学教室第40回ilt素シンポジウム駆務局側当：友近
電086-223－7151内線2273ＦＡＬ086-222-1815

○第１１回微生物シンポジウム（日本薬学会）
日時：平成５年７月２２，２３日（木，金）

場所：千葉市文化センター千葉巾中央区【１１央２－５－１己043-224-8211
間合せ先：263干葉市稲毛区弥生１－３３

干葉大学薬学部微生物薬品化学研究室第１１回微生物シンポジウム実行
委貝会委Ｕ長：沢井哲夫sO43-251-1111内線2717

○第４回日本栄体防御学会

日時：平成５年７月２９～３１日（水，金，土）

場所：野口英世記念会館東京都新宿区大京町２６画03-3357-0741
間合せ先：〒108束京都港区白金台４－６－１

東京大学医科学研究所細菌感染研究部内

日本生体防御学会事務局金ヶ崎士朗凸03-3443-8111内線313
○第２２回薬剤耐性菌シンポジウム

日時：平成５年８月２６，２７日（木，金）
場所：伊香保温泉「観IⅡ荘」

問合せ先：〒3711iii橋市昭和町３－３９－２２演題締切り：７月１日
群馬大学医学部薬剤耐性菌実験施設担当：伊予部
西0272-31-7221内線2584ＦＡＸ:O272-32-2285

o第38回ブドウ球菌研究会

日時：平成５年９月３，４日（金，土）

場所：京都市国際交流会館京都市左京区粟円ロ鳥居町２－１西075-752-3010
演題締切：平成５年７月１０日

問合せ先：〒607京部IljIII科御陵UI1内町５

京都薬科人学微化物学教室西野武志召075-581－3161内線301
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委員会からのご挨拶

組織検討委員会

委員長笹川千尋

革（選挙制度，年齢の若返り，活動等)，学会

活動の活性化(会員の交流促進,会期の工夫，

発表形式等)，他領域との交流促進(微生物全

般と関連先端領域との交流，共同研究の促

進)，産学交流の促進（研究，人材，資金の活

用)，専門分野の偏り是正(学会にアメリカＡ

ＳＭ方式の導入：関連分野の取り込み)，科

研費増額(基礎研究の拡充),若手研究者の育

成(大学院生，若手研究者の研究支援)，広報

活動の充実（学術集会，訓演,識習会の促進，

細菌学雑誌の拡充)。この様に話題は多岐に

及び，支部の活性化に活かせそうなものから

細菌学会全体で考えてよいものまで実に様々

なアイデアが出されました。ただし第１8号

の支部ニュースの縄梨後記で「その理念を口

で語ることは容易でも具体策は意見が分散」

と指摘されたように，学会のシステムの見直

しのみで活性化が出来るわけでもありません

し，これぞと言える具体的な解決策が飛び出

したわけでもありません。しかし今多くの人

が学会の活性化を益々真剣に考えていること

を，改めて確認できたことは大きな収種とな

りました。今後は皆楳からご意見をいただき

(直接あるいは支部ニュースを通じて)，十分

討議を重ねて具体的な形にまとめて行きたい

と考えております。

ところでもう一つの最近の話題は，島村会

長のご発案で本支部会に”名誉会員（仮称）

制度熨を設けることを検討しております。こ

れは会の活性化とは別の次元で，現職を去ら

れた先生方を支部総会へお招きして親睦を図

るのが目的です。名称や資格はこれからの検

討課題ですが，これに関しても皆櫛からご意

見をお聞かせ頂ければ幸いです。最後になり

ましたが，本委員会のメンバーには，光岡知

足，岡村登，島田俊雄，五十嵐英夫，池田達

夫の諸先生がおられますｏ

よろしくお願いいたします。

本委員会は島村会長のもとで昨年から新設

された委員会で，まだ活動状況や方針をご報

告出来るまでにはなっておりません。本委員

会の名前が示すように，、組織（システム)”

の見直しを検討する場でありますので，委員

会での討講は最小限度にとどめ広く会員の皆

様からのご意見をいただき，評議員会全体で

討論し進めて行きたいと考えています。また

本委員会も支部会の活性化を目的に絶えず組

織を検討して行きますが，同時に日本細菌学

会全体の活性化へ役立つ具体策を提言するこ

とが出来ればと願っております。と申します

のも関東支部会は，1,400余名の会員を有す

る巨木な組織でもあります。また，会の活性
化には，他支部に先駆け前文部会長の徳永先

生の御努力で４年前から積極的に取り組み，

その成果は支部総会等で実証済みでありま

す。ですから支部会の声が細菌学会全体へ波

及し，それが細菌学会あるいは関連学問領域

の発展に少しでも寄与出来ればよいと思いま

す。幸い細菌学会の方でも，以前にも増して

活性化への気運が高まりつつあります。これ

から会員の皆槻のご意見やご批判をいただき

ながら，組織の見直しを通じて活性化に努力

して行きたいと思います。

さてこの機会に評議員会でこれまで本委員

会に関連して話し合われたことを簡単に紹介

し，ご報告にかえさせていただきます。昨年

の９月に第１回の小委員会を持ち評議員会で

"細菌学会の活性化を目指して｡という自由

討論会をさせて頂きました。これは細菌学会

の組織検討委員から支部へ，活性化へ向けて

理事会制度の見直しのお話が降りてきた事に

端を発しています。当日は支部総会の会長報

告でおられた川化生牛と金ヶ崎先生も討論に

加わり，活発な愈見が多くの方から出されま

した。紙面の都合上話題となったものをキー

ワードの形で挙げてみます。理事会制度の改
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＜集会報告＞

第９回［細菌の病原性とその分子遺伝学］

研究会は，ストレス蛋白質（熱ショック蛋白

質）を取り上げ，その研究現状についての情

報交換を目標として平成５年７月１２日（月）

午後１時から６時まで，つくば市の筑波大学

で開催された。あいにくの雨模梯であった

が，関東地区のみならず九州，広島方面から

も出席者があり，約90名の参加者があった.

特別識演は，由良隆先生（HSP研究所）によ

る「EcOjiの熱ショック蛋白質」について研

究最先端を含めた解鋭と，山田毅先生（長崎

大学・歯・口腔細菌）による「ＭｙｍｂａｃＵＵ７ｍ

の熱ショック蛋白と病原性｣について過去２０

年の歴史を振返りつつの解説識演であった。

各菌種の研究現状は，ShfgU“について戸遜

亨（東大医科研)，YblSi"趣については山本

友子（杏林大．微生物)，Ｓα航Ｏ"eJbは阿部

章夫（北里研)，Ｓ“７℃18sは太田敏子（筑波

大・微生物),L2giO"Ｃｌには宮本比呂志(産業

医大・微生物),ＢＯ越域には遠藤正彦(北里

大．薬・微生物）らが，それぞれの研究を紹

介した。

場所：昭和大学

出席者：新井俊彦，五十嵐英夫，池田達夫，

奥田克爾，金森政人，河野恵．笹川

千尋,竹田多恵,檀原宏文,餌純明，

野沢萠嗣，光岡知足，川上正也（第

６９回総会長)，長田恭明（第70回総

会長）

欠席者:井上松久,伊予部志津子，内山竹彦，

岡本登，北野繁雄，黒坂公生，島田

俊雄，辨野義已，三上理

蟻題：

１．第69回総会準備状況報告

川上総会長より準備状況について説明が

なされた。

期日：平成５年６月２４，２５日（木，金）

会場：グリーンホール相模大野

プログラム：

第１日（２４日）

一般演題（午前）

シンポジウム（午後）

ＤＮＡ診断の現状と未来

第２日（２５日）

一般演題（午前）

シンポジウム（午後）

体液性感染防御因子をみなおす

懇親会：識演終了後（無料）

一般演題募集方法

演題申込締切期日：平成5年３月13日

申込先：

〒228相模原市北里1-15-1

北里大学医学部分子生物学

川卜亦化

石0427-78-9116EM427-78-8441

プログラムは４月１０日発送予定

2．第70回総会準備状況報告

長田総会長より準備状況について説明が

なされた。

期日：平成５年11月５，６日（金，土）

会場：日本薬学会長井記念館（渋谷）

会費：参加賀正会員：3,000円

学生会員：1,000円

抄録集予約：1,000円

当日：1,500円

懇親会費2000円

蟻事録

臨時評蟻貝会

日時：平成５年４月２０日（火）１７時～18時

場所：昭和大学

出席者：新井俊彦，五十嵐英夫，池田達夫，

井上松久,伊予部志津子,金森政人，

河野恵，笹川千尋，竹田多恵，塩原

宏文，繊純明，野沢龍閾，辨野義已

欠席者：内山竹彦，岡本登，奥田克爾，北野

繁雄，黒坂公生，島田俊雄,三上喪，

光岡知足

議題：

１．第70回総会長の件

長田恭明氏の急逝に伴い第70回総会長

について話し合いがもたれた結果，会長

代行をたて現状通り第一製薬が主催する

ことに決定した。

第５回評議員会

日時：平成５年１月３０日（土）１４時～17時

－９－ 



長田恭明先生第一製薬探索第一研究所所長

（53才）

平成５年４月１５日逝去。

御自宅：千葉市花見川区千穂町367-26

西043-250-0842

山本郁夫先生杏林大学名誉学長，野ロ英世

記念会会長（83才）

平成５年４月２１日心不全のため逝去。

御自宅：新宿区弁天町75パピヨンＹ401

画03-320-5964

プログラム：

一般演題鰄演10分，討鵠５分程度

シンポジウム

Ｉ「実験感染をめぐって－宿主と寄生体

の相互作用の解析一」

座長：山口恵（東邦大学医学部微生）

大谷剛（第一製薬探索第一研）

Ⅱ「サイトカインおよび免疫調整剤の感

染症への展開」

座長：東市郎（北海道大学免疫科学

研究所）

特別舗演

「ヘリコパクター・ピロリの病原性」

Ｄｒ・MartinlBlaser

DirectoroProfessorofMicrobiology 

DivisionoflnfectiousDiseases 

VandeTbiltUnive応ity,NashviIIe・ＴＮ

座長：長田恭明（第一製薬探索第一研）

一般演題

締切期日：平成５年８月２０日必葡

予稿集申込締切：平成５年９月１０日

プログラムは10月１日発送予定

３．各委員会報告

１）新井編集委員長より支部ニュース１９

号発行準備状況の脱明がなされた。

２）野沢学術委員長より，第７１回，第７２

回総会長は学会への貢献度などを加味し

て選考したいとの報告がなされた。

３）笹川組織検討委員長より理事会および

名誉会員（仮称）制度について問題提起

がなされ，活発な討論がなされた。

４）北野事業計画委員長；特になし。

４．第４回評議員会議事録の承認

く人事消息＞

寺山武先生東京都衛生研究所微生物部長

退職（1993.7.15)，予防医学協会へ転出。

工麓奉雄先生東京都衛生研究所微生物部長

に部内より昇任（19937.16)。

＜計報＞

新島恭撒先生日本ＢＣＧ製造㈱顧問

元㈱日本凍結乾燥研究所工場長（66才）

平成５年１月１８日心不全のため逝去。

御自宅：小山市粟宮2468

竃0285-45－0672

◇鱈箪麹妃◇

この夏．またカルカッタを訪れた。貧困，疾

病，文盲，因習等の問題は少しも改善されて

いない。血のにじむ努力を尽くしてもそれが

報われない国である。絶望の中でただ石仏の

ようにうずくまっている人を見て，その解決

の道の遠さに呆然とする思いがした。しか

し，ネール首相は,「これらの難問を解決でき

るのはただ゛SciencealoneUという言葉を

残していた。科学の偉大さ，科学者に期待さ

れている貿任の重さを初めて知った思いがし

た。インドだけの問題ではなく，世界に共通

する科学者の使命である。本号は，近年新し

く展開している優れたご研究の数々をご寄稿

域いた。科学研究の面白さを広く知っていた

だけるような原稿を集めてみたいと，関東支

部にこだわらず各支部の方々にもお願いする

よう續築委員会でまとまった。課題との出合

い，魅力，そしてその意蕊や成果をお霞きい

ただいた。科学者冥利に尽きる先生方の研究

への熱い思いをお楽しみ頂けたら幸いです。

(Ｔ､Ｔ､） 
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